
実施内容

■特記事項（実施内容の変化など）

■進行スケジュール
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

○

18
①包括業務委託に向けた下記の準備作業を実施
　・業務範囲（委託レベル）の決定
　・縮減コストの調査
　・施設機能の確認
　・基本的な委託の枠組みの確立

○
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Ｈ19改訂ｽｹｼﾞｭｰﾙ

当初計画ｽｹｼﾞｭｰﾙ

●

77

４－(2) 民間活力の導入など

Plan! 　行財政構造改革・実行計画

下水処理センター管理業務の包括業務委託を行う。

基本目標４　行政運営システムの改
革の推進

↓

下水処理センター管理の委託
等

担当課№ 改革項目（名称）

下水道課

電話
882

位
置
づ
け 実行計画

大綱

年度

17

　▼ 平成19年度における取組み予定 　▼ 平成19年度までの取組み結果

栗山町外の先進地についての資料及び国土交通
省・日本下水道協会等からの包括民間委託導入
方法等の資料を収集した。

Plan!   改革の取組み予定
マーク年度

業務範囲や基本的な委託の枠組みについては、
修繕を除くレベル２とし、既存施設のデータ
（更新・修繕等）整理を行った。　また、縮減
コストは、要求水準により変動するため、今
後、更に検討する。

○

○18

19

①受託者選定条件作成
②要求水準の決定
③リスク分担の明確化
④評価委員会設置
⑤委託公募
⑥応募者提案評価
⑦入札・契約締結

17 包括的民間委託導入先進地調査 ○

↓

●
初めて導入した下水処理センターの包括的民間
委託であるため、受託者と細部に渡る協議や業
務調整を行いながら、問題発生を食い止めると
ともに、次期委託までに改善項目を積み上げ
る。

Action!  評価を踏まえ改善する内容

24

↓22

Check!  19年度の取組みへの評価

長期継続契約による包括的民間委託の要求水準
等を決定し、公募型指名競争入札により、スケ
ジュール通り実施することができた。　今後も
維持管理レベルを上げ、機器等の耐用年数の延
命化を図り、安定した水処理や汚泥処理処分を
目的とした処理センター業務の確立を目指す。

19
①受託者選定条件作成
②要求水準の決定
③リスク分担の明確化
④委託公募
⑤入札・契約締結

▲

Do!   改革の取組み
マーク

25

26

従来の下水処理センター管理業務に小規模修繕
工事などの業務を加えた包括的民間委託を実施

包括的民間委託継続

包括的民間委託継続
委託方法や委託内容について再検討を行う。

20

21

　▼ 評価・改善を踏まえた取組み予定( plan !)

23
24

25

26

包括的民間委託実施

包括的民間委託継続

20

21

22

23

○ ○ ○ ○

→

→

平成20年度から担当課を下水道課とした。

平成23年度から生ゴミとの共同処理を実施す
る。

○ ○ →▲ ● → → → →

【凡例】
● 実施
　　①当初の改革内容の全体を実施した段階
　　②改革による新たな制度やｻｰﾋﾞｽが本格稼動する段階）
▲ 一部実施
　　①当初の改革内容の一部を実施した段階
　　②委員会設置や条例制定など実施に向けた具体的な取組み
        に着手した段階）
○ 調査検討：内部的な調査・検討
→↓ 継続：前年度の段階を継続しながら、さらに充実を図る）
■ 取組停止
　　　当初の実施内容と異なる方向に推移し、現行項目に適合
　　　しなくなったもの）


